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１ は じ め に 

 

温湯浸漬法は、水稲の種子消毒における農薬代替技

術として利用され始めている。この方法は、種子消毒

剤と異なり、使用済みの薬液を出さないことから、環

境に配慮した方法としても利用価値が高い。岩手県に

おいても導入が増加しており、地域によっては、大規

模温湯浸漬処理装置を導入し、広域で取り組んでいる

事例もある。 

しかし、広域での取り組みでは、すべての種子を処

理するのに数ヶ月を要し、温湯浸漬処理後、育苗開始

まで、種子を長期保存する必要がある。 

そこで、水稲種子の大規模処理施設における温湯浸

漬処理後の長期保存の条件について検討する。 

併せて、温湯浸漬処理後、長期間保存した種子につ

いての塩水選の効果についても検討する。 
 

２ 試 験 方 法 

 

（1）試験期間 2007 年 1 月 31 日～8月 9 日 

 

（2） 試験場所 温湯浸漬処理：温湯浸漬処理施設（Ｍ

市）、貯蔵：農業研究センター 

 

（3）供試品種 あきたこまち（2006 年産） 

 

（4）供試試料 温湯浸漬処理の各過程で、以下の試

料を採取 

温湯浸漬（60℃10 分）  → ①温湯浸漬直後 

↓             （試料 1） 

水切り          → ②水切り後  

↓             （試料 2） 

乾燥（通風乾燥 1.0 時間）→ ③乾燥後 

↓             （試料 3） 

乾燥（通風乾燥 2.5 時間）→ ④乾燥後 

             （試料 4） 

↓→50℃3 日間乾熱処理→ ⑤乾熱後           

（試料 5） 

保存（試験の各温度）       

※①～④は温湯浸漬処理施設（Ｍ市）で実施

(2007 年 1 月 31 日)、⑤は農業研究センターで

実施（2007 年 1 月 31 日～2 月 2 日） 

※いずれの試料も農業研究センター室内恒温器

にて保存 

 

（5) 発芽試験 

  1) 温湯浸漬処理後の種子水分と貯蔵性 

試料 1～5 を密閉したビニール袋に入れ、室内恒

温器にて 15℃で保存し、保存開始後 2 週間毎

に一部を取り出して、25℃明条件下で 2 週間培

養し、発芽率を調査した。試験は 3 反復でおこ

ない、保存開始後 24 週まで調査した。 

 

2)温湯浸漬処理後種子の保存温度と貯蔵期間 

    試料 2、および試料 4 を、それぞれＡ:5℃、

Ｂ:10℃、Ｃ:15℃、Ｄ:20℃、Ｅ:25℃の室内恒

温器で保存し、1)同様に発芽率を調査した。 

 

3)温湯浸漬処理後の塩水選の効果 

試料 4 を室内恒温器で 15℃、10 週間保存後、

塩水選を実施（2007 年 4 月 10 日）し、風乾し

た後に塩水選を実施しなかったものを対照とし

て、1)同様に発芽率を調査した。 

   

３ 試験結果および考察 

 

(1)温湯浸漬処理後の種子水分と貯蔵性 

温湯浸漬処理後の種子水分は、処理の過程が進む

とともに低下した（表 1）。 

試料水分 16％以下の試料（試料 4、5）では、試験

期間中(24 週)、90％以上の発芽率を確保した。試料

水分が上昇するに伴って、貯蔵性は低下し、20～21％

(試料 2、3)では 20～22 週を過ぎると発芽率が 90％

以下となった。試料水分 27％(試料 1)では、腐敗性

の細菌および糸状菌が多発し、6 週目以降の発芽率は

0％となった（図 1）。 

 

表１ 各処理後の種子水分 

処理区   試料 1 試料 2 試料 3 試料 4  試料 5 

種子水分(%)  27.4   21.0  20.3  16.0   (11.0以下)

※水分測定は kett 社 PB-1D による。試料 5 は測定範囲外のため測定

不能 

 

(2)温湯浸漬処理後種子の保存温度と貯蔵期間 

種子水分16％(試料4)では、全ての保存温度下で24

週目まで、発芽率90%以上を確保した（図2）。 

種子水分21％(試料2)では、15℃以下の保存では16

週目まで発芽率90％以上を確保したが、20℃では10週

目以降発芽率が低下した。25℃では2週目以降、発芽

率は急激に低下した。（図3）。 
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図１ 温湯浸漬処理後の種子水分と発芽率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 温湯浸漬処理後（試料４：乾燥 2.5hr 後）の保存温度と発芽率  
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図３ 温湯浸漬処理後（試料２：水切り後）の保存温度と発芽率  

  

 
４ ま と め (3)温湯浸漬処理後の塩水選の効果 

温湯浸漬処理後、水切り乾燥し、15℃で10週間保存

した種子に塩水選をおこなっても、発芽率の向上は認

められなかった(表2)。 

水稲種子を温湯浸漬処理後、通風乾燥により種子水

分を16%にすることで、25℃の貯蔵条件でも試験期間中

（24週）は90％以上の発芽率を確保することが可能で

あった。  

種子水分21％では、15℃以下に保存することで、16

週目まで発芽率90%を確保することが可能であった。 
表２ 温湯浸漬処理後の塩水選処理と発芽率 

処理区     ①塩水選有り    ②塩水選無し 

発芽率(%)     94.3         99.7 

温湯浸漬処理をおこなった種子への塩水選の効果は、

発芽率については認められなかった。 

  
 


